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美術館活動目標

山梨県総合計画において、県立美術館などの文化施設では、特色を十分に

生かした企画展などの開催や教育普及事業の実施、展観環境及び資料保全

環境の充実を図るなど、幼少期から本物の芸術
E文化に触れる機会を提供

することとしており、その実現のため、次のとおり活動目標を掲げる。

【展示/見る】
幅広いジヤンルでの質の高い「特別展」とともに、西洋美術、

の美術、日本の近現代美術などの「コレタション (常設)展」
実を図る。

夏季
「みつけて かんじて」他

山梨ゆかり
の一層の充

【教育普及/学ぶ】
生涯学習の進展や教育課程における総合学習の充実化にともない、より多

様な学習機会の提供を行う。

【付加価値・魅力/憩う】
本来の美術館機能に加え、さまざまな付加価値を充実させ、より魅力ある

「憩いの場」の創造と提供を行い、文化観光の拠点をめざす。

令和6年度の活動状況
【展示/見る】

【コレクション展】
春季
「シュルレアリスムと山梨ゆかりの

コレクション」他

露 国 国

秋季
「もうひとつの山梨モダラ」他

冬季
「すつきりorぎっしり」他

―  
・
炉
"



【特別展】
※別紙「R6・ 7年度 特別展概要」参照

【キュレーターズアイ】
「砺波周平展」令和7年 1月 2日 (木 )～ 3月 2日 (日 )

八ヶ岳に暮らし、家族の日常や周囲の自然といった、身の回りの世界を撮

りつづけている写真家・砺波周平を紹介

【付加価値・魅力/憩う】
[文化庁支援事業]
文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光推進事業
・文化資源デジタル化・コンテンツ開発事業

ミレィ作品紹介
4Kプロジェクター

パルビゾン村紹介

タブレット

・作品鑑賞プログラム魅力増進事業

ルバーのための

対話型鑑賞の研修

作品を前にしての実践

美術鑑賞
ワークショップ

(認知症ケア)



【教育普及/学ぶ】
～学校教育との連携～

スクールプログラム

・県内外の学校、教育・福社施設の団体来館者に対して、要望、対象に合わせた「オ

リエンテーシヨン」「対話型鑑賞」「創作体験」などを行ってきた。

・遠足や校外学習での児童生徒の来館は昨年度より活気が戻ってきた。

・屋外の活動として、彫刻探検や彫亥」のスケツチも実施している。

～学校教育との連携～

スクールプログラム
・ 山梨県立美術館から一番近い新田小学校とは、年間を通じて全学年の美術館

訪問を計画している。6年生についてはI月 31日 に当館でのギャラリートークを実

施した。
。WEB会議システムで学校と美術館をっなぐ方法も学校との連携の一つの選択
肢となった。今後、学校のインターネット環境が整えばニーズが高まり、美術館から

離れた地域の児童生徒と美術館の展示室をつないで体験的な学習ができように

なると思われる。

新田小6年 ギヤラリートーク 塩山高検 出前授業



～学校教育との連携～

インターンシツプ

。キャリア教育の工環として、様々な事業所で職業について体験的に学しSミもの。

・当美術館では、今和5年度は7月 5日・6日 に4名、7月 28日・29日 に8名、8月 |

日・2日 に6名 を受け入れた。今不口6年度は8月 1日～2日 、8月 2日 ～3日 の2部に

分け、合計 14名 の中学生・高校生が体験した。

「教師のための鑑賞研究会」

・学校の教職員のために、特別展ごとに

「鑑賞研究会」を実施。
・学校教育と美術館教育との連携。
・昨年度春季まではWebでの内容も組み合
わせた。

教員研修

・山梨県総合教員センターとの共同開催により

学校の先生方の研修も実施。当館での実施と

総合教育センターにて初任者研修を行った。
・幼児教育研修、初任者研修の講義を行った。

教師のための 鑑賞研究会

～キッズ・プログラム～

造形広場/創作教室

〔造形広場]
・元・山梨学院短期大学保育科教授

伊藤美輝先生に講節をお願いし、毎

月 十回実施
・幼児からどなたでも参加できるプロ

グラム
・R5年 9月 まではコロナによる人数常J
「Rを行っていたが、Ro年度は制限を行
うことなく参加者を受け入れている。

〔創作教室]
・本年度は、新春スペシャルワークシ

ョップとして、「ミレーを描く会」を

1月 3日 にイ子つた。



特別展関連ワークシヨツプ

・特別展をより楽しく学wSミためのプログラムとして、

どなたでも参加できる内容で実施

。今和6年度は、ベルエポック作品の技法にちなみ

「リトグラフつてなに ?」 (5月 |1日 )、 山梨モダンで

は「山梨の不口紙でレトロモダン柄のハガキを作ろう !

」 (IO月 13日 )、 超絶技巧では「わたしの羽根、ば

くの羽根」 (I月 lI日 )を 実施。

美術体験・実技講座

・本年度は版画(り トグラフ、シルクスク

リーン)、 油彩画、日本画

「オープンア トリエ」として、絵画や

版画を制作する場所を提供

わかば講座 (旧障がい者のためのワークシヨップ)
・障がいのある方を対象に行うワークシヨツプを実施
。当館の教育普及の大きな柱として、あらゆる方々が、美術に親しんでも

らえるような活動を行っているb



講 師講 座 名 講 師 指 導 日

はしめてのリトグ
ラフ

リトグラフ

はじめてのシルク
スクリーン

シルクスクリーン 作家 :天野純治 氏

わかば講座 作家 :齊藤翔 氏

油彩画 作家 :飯野信二氏

日本画

オープンフトリエ

作家 :日黒辟元氏

美術体験・実技講座

作家 :古屋真美 氏  5月 25日 (土 )

作家 :遠藤竜太 氏  6月 15日 (上 )、 6月 16日 (日 )、 29日 (■ )、
30日 (日 )

作家 :天野純治氏  8月 25日 (日 )

9月8日 (日 )、 15日 (日 )、 22日 (日 /祝)、
23日 (月 /振体)

10月 9日 (水)「てとてとてとてとてとてとてとてと」
絵の具や粘上を使用して、手のみで様々な表現を楽しむ、

10月 19日 (土 )、 26日 (■ )、 11月 9日 (上 )、
16日 (土 )

12月 1日 (日 )、 3日 (日 )、 14日 (■)、 15日 (日 )

①版画 7月 2日 (火)～ 14日 (日 )
②版画 9月 25日 (火)～ 10月 8日 (火 )
③絵画 2月 11日 (火)～26日 (水)(予定)

みんなでつくる美術館 (みなび)
。大人も子どもも、障がいのある人もない人も、アーテイストも一般の人

も誰もが自由に参カロでき、ワークシヨツプにて楽しみながら作品をつくり

上げ、年度末の展覧会で作品を発表する事業
。今和 5年度から「やまなしをつくろう」をテーマに開催しており、今和

6年度はその2年目として、山梨の伝統的な手仕事や素材に目を向け多彩な

作品を制作している。
・今和7年 1月 22日 (水)～ 2月 2日 (日 )の会期で開催する「みなび展」

で作品を展示した。

8月 8日

「山梨の上でつくった土鈴を縄文野焼きしよう!!」 9月 14日 「みんなで大きな和紙をつくろう」



対話型鑑賞プログラム
'

「アートでトーク」

田案内役と一緒に展示作品を見て、

対話をするプログラム。
・作品を見て感じたことを言葉にす

ることで自分の考えを整理したり、

自分とはちがう見方に角虫れたりして

新しい作品鑑賞の世界を広げるこ

とができる。       ・
・案内役は文化観光推進事業を活

用して研修。体制作りを行った対話

型鑑賞推進部のボランテイアが務

める。 1樹
鍋 呂悟″l受禁鞘 判 ・

コ疑 耳子貫メ1

1e営空機れ`会盛韓警疼

。事前申込制 (当 日申込みも可)で月にI～ 2回実施日を設けている。

・1回 (1日 )あたり5名 1組を4組まで受け入れている。5歳以上の子どもを含めた

家族での参カロも可能な回も設け、幅広い年船層を対象としている。

・事業の周矢口はチラシのほか、HPやSNS等で宣伝しており、県外からの参加者も

少しずつ増えてきている。

シルバーのための鑑賞プログラム

(認知症ケア鑑賞ワークシヨップ)

。シルバf世代の方を対象に、当館の展示室で本物の絵を鑑賞しながらお話
しをする対話型鑑賞プログラム。

・案内役は、諷知症のある方との鑑賞について特別な研修を受けた専門家で

あるアートコンダクターが務め、記知症のある方にも楽しんでいただける。

・絵をじっくり見ることで、描かれているものに気がついたり、自分の身の回りのもの

や、これまでの人生などと結びつけたりして会話が弾み、その体験は諷知症の予防

につながることが期待できる。

。今不口6年度は10月 3日 に第 1回を実施

次回は2月 28日 に実施予定



「ミユージアム・シアター」
。毎月十回、芸術や開催中の展覧

会に関する映画を講堂にて上映
。映像という媒体を通して芸術の

魅力を伝える、特別展をより多角

的に楽しむ、また映画という芸術

形態自体を楽しむことが目的
・受け入れ人数は、今和5年 7月

より先着70名、現在は80名 とし

ている。

最近の例

11月 30日 (土 )「見えるもの、その先に ヒルマBアフ
ロクリントの世界」

12月 21日 (上 )「ミステリアス・ピカソー天才の秘密」

1月 25日 (土)「フェルナンド・ボテロ 豊満な人生」

今後の予定
2月 22日 (上 )「目の見えない白鳥さん、アートを見に行く」

3月 22日 (」L)「ヒッチコツク/トリュフオー」



別紙

特別展概要

R6(2024)年度 実施内容

ベル・エポック
ー美 しき時代

【コレクション企
画展】
―没後100年一

富岡鉄斎
鉄斎と文人書画の

名品

山梨モダン
1912-1945
大正・

昭和前期に

華ひらいた

山梨美術

超絶技巧、
未来へ !

明治工芸と
そのDNA

ドキュメン ト
アー トキャンプ

白州
記録映像で

蘇る反
1988-2010

4月 20日 (■ )
～6月 16日 (日 )

7月 20日 (上 )
～8月 25日 (日 )

9月 14日 (土 )

～11月 4日 (月 ・振)

H月 20日 (水 )
～2025年 2月 2日 (日 )

2月 15日 (上 )

～3月 28日 (日 )

ハミル・エボックとは、 19
世紀末から第一次世界大
戦開戦頃までパリを中心
に繁栄した華やかな文化
およびその時代を指す。
当時、パリには様々な分
野の芸術家が集まり、互
いに交流しながらそれぞ
れの芸術を開花させ、今
なおパリには当時の面影
を感 じることができる。
本展ではその「美しき時

代」の作品を取り上げ、
文化の諸相を重層的に紹
介した。なお、本展の中
心をなした「ワイズマン

&マ イクル コレクショ
ン」は本邦初公開だつ

た。

本年は冨阿鉄斎が、大止
13(1924)年 に没して100
年にあたる。鉄斎は、山

梨の豪商野国家との親交
が深く、野口邸を拠点に
生涯で唯―の富士登山を

行った。数多くの作品を

野口家のために描き、現
在、それらは当館に野口
コレクションとして収蔵
されている。また、野口

家には、南画の作品が数

多く伝えられた。鉄斎没

後100年にあたる本年、野
ロコレクションと当館の

収蔵する山梨ゆかりの近

代南画を紹介すること
で、富岡鉄斎をはじめと

する豊穣な文人の世界を

堪能してもらつた。

新しい芸術が華ひらいた

大正期から昭和初期、山

梨ゆかりの芸術家たちも

様々な活動を展開した。
本展では、大正期から終
戦 (1912～ 1945年 )ま で
の山梨ゆかりの芸術家た
ちの活動や当時の山梨の

芸術的雰囲気を「山梨モ

ダンJと 称し、油彩、水
彩、日本画、写真、挿
絵、工芸など約100点を展
示。上屋義郎、埴原久和
代、米倉壽仁、望月春
江、近藤浩一路など山梨
ゆかりの芸術家のほか、
横山大観や岸田劉生など

関連する画家の作品や資
料もあわせて紹介した。

多くの観衆を魅了した
「超絶技巧 !明治工芸の

粋」展 (2014、 15年 )と
「驚異の超絶技巧 !明治
工芸から現代アー トヘ」
展 (2017～ 19年 )。 本展は
その第3弾 として企画さ
れ、明治工芸における超

絶技巧のDNAを 受け継いだ

現代工芸と、超絶技巧が

駆使された明治工芸を改
めて紹介する展覧会。今
注目のイ見代作家17名 によ

る木彫、漆工、金工、陶
磁、ガラス、ペーパーク

ラフト、刺繍などの作品
と、明治工芸の逸品を合
わせて約 120点展示した。

」

が未だ日本になかつた時

山 白州町 (現、
に様々な表現に

関わる人々が国内外から
「白州・夏・フェ

ら

スティバルJが行われ
た。その後「アー トキヤ
ンプ白州」、「ダンス白

Jと 呼称を変えなが
、2010年まで続いた。
その中心を担つていた田

中恨 (ダンサー、俳優)
は、農村地から都市を逆

照射するかのように芸術
の真髄を模索し発信し

た。本展では記録映像や

資料を展示し、「アー ト
キャンプ白州Jを 山梨県
で改めて紹介する。

―

 ～ Lイ

♂

ジュール・シェレ 《ムー

ラン・ルージュ》1889

年、デイブインド・Eワ
イズマン&ジ ヤクリー
ヌ・Eマイケル蔵
③Christopher Fay

富岡鉄斎
《富士山_践麓略図》
1875年

山梨県立美術館蔵

上橋芳次 《美ヶ森》
1987年

南アルプス市立美術館蔵

福田亨(1994年生まれ)

《吸水 (アゲハ)》 *部分
2022年
黒檀他

PhOtO:Eiji Kitada



別紙

R7(2025)年度 計画

皇室の美と山梨
～皇居三の丸
尚蔵館の名品～

ポップ・アー ト
時代を変えた4人

生誕100年

山下清展
一百年 目の大回想

日本画
それぞれの挑戦
(仮称)

4月 26日 (上 )

～6月 1日 (日 )

7月 12日 (上 )

～8月 24日 (日 )

9月 9日 (上 )

～ 11月 5日 (日 )

12月 6日 (上 )

～2026年 2月 1日 (日 )

星室に代々覧け継がれた乗価
品を収蔵する皇居三の丸尚蔵

館。本展では、皇室の御慶事
に際して制作された絵画や工

芸品をはじめ、野日小羨、富

岡鉄斎ら山梨ゆかりの画家の

絵画、水品貴石細工や硯iと
いつた県産の工芸品、富士山
や山梨ゆかりの地を主題とし

た美術品など、山梨に関係す
る様々なテーマで皇室の名品
を紹介す /o。 さらには、それ
らに関連した当館の収蔵品も
あわせて展示することで、皇
室と山梨をめぐる美術を鑑賞
するまたとない機会となる。

Iボ ップ・アー ト」とlま、天

量生産された商品などの日常
的なモチーフや、コミックや
広告といった大衆文化をテー
マとした芸術とその動向を指

す。本展ではその後の芸術に

大きな影響を与えたポップ・

アー トを代表する4人のアメ

リカ人アーティストのジャス
パー・ジョーンズ、ロバー

ト・ラウシェンバーグ、ロ

イ・ リヒテンスタイン、アン

ディ・ウォーホルの作品を展
示する。当館にとつて本展は
20世紀アメリカ美術を紹介す
る初めての機会となる。

山下清 (1922/大 ■n～ 1971/
昭和46年)の生誕100年を記念
し、昭和の時代に “日本の
ゴンホ"と も呼ばれた放浪の
天才画家、山下清の画業と人
生を振り返る巡回展。緻密で

繊細な表現、そして職人技と
いえる高い技術を示す貼り絵
など約190点 の作品に加え、
気ままな旅に持参したリュッ
クや、着ていた浴衣などの関
連資料によつて、その人物像
と創作活動を紹介し、あわせ

て「貼り絵」芸術の素晴らし

さ伝えようとする展覧会であ

る。

で 江戸時代以
とも西洋から入つてきた油
とも違う、新しい日本の

を表す役割を
しかしながら

担 って き

た。 日本画"

画材、技
など多様

け る要素は
モ チ ー フ

で曖味、不明瞭。 “日本画

|ま ?」

の間

たちは各々「日本画と
を自問し、伝統と革新
で “独自の日本画"の
を模索してきた。本展で

|ま 「日本画滅亡論」が唱えら
た戦後期を経験した画家を
中心に、近代以降の日本画家
の葛藤と挑戦の軌跡を探る。

野日小,宏

《悠紀地方風俗歌屏風》
1915年
皇居二の丸尚蔵館収蔵

アンディ・ウオーホル

《マリリン》 1970年
ノレくレス・コレクション

山下清
《長岡の花火》
1950年

山下清作品管理事務所

のむら清六
《ハハコ像》
1966年

山梨県立美術館蔵



令和 6年度 下半期

美術館協議会

山梨県立美術館。文字館・芸術の森公園

指定管理者 芸術の森みらいデザイン

令和7年2月 21日 (金 )
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インスタグラム ストーリー投稿

共催のテレビ山梨と連携し テレビCM を放送 ( 1 1/6 ) 開幕前 には、タ方の‖青辛限番組「スゴろく」での告知を実

施 番組では、アナウンサ と学芸員が掛け合しヽをおこなしヽ、展覧会の見どころを分かりやすく率召介した。番組はテレビ

山梨の公式YouTu beチャンネ)レにX新高 新たな客層へのアプロ―チをはかつた。開催初日には、ア レビ山梨が観覧者

のインタビユ 撮影をそ子しヽ 1月 8日より放送を開女台 インタビユ 映像を使うことにより、来館者の生の声や感動を伝え

ることを狙つた
画や画像をス イド気軽に閲覧できるスト IJ ズ (短めの動また 当館の公式インスタゲフムで (よ通常投稿にカロえ フ

観覧きつかけづ りに努め るヽショーのように投稿できる機能)を活用 し 展覧会の見どころ津召介を実施 てし

テレビCMとインタビユー撮影の様子
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lB広報活動 &集客のための事業

「山梨の文化の発信地である山梨県立美術館 & 文学館で 山梨のクリエイター文化を発信するイベン卜を」をコンセプ

卜| 今年もミュゼ マ)レン エを開催した 県内の飲食店や雑貨店 体験型ワ―クショップにカロえ 新た(こ地場産業品を紹
こ包 両館のピロテイ

介するエリアを言隻けるなど 約 1 00店合甫に出店 しヽただき 芸術の森公園が華やしヽだ雰囲気 ( まれた。

では ぬりえオ―ナメン卜を作成する指定管理者主催のワ―クショップを実施し、館内の大型ツリ―に飾つてもらうことで入

館のきつかけとした。期間で、日乍年よ明000人以上多い計R豊懸望垢篭覇轟歪襲豪覇羹翌冥そか、来場者用艦駐車場や近隣の道路の混雑対策として、出店者用に新

時駐車場を確保し、シヤトルプ恢を運行した。美術館の各駐車場や、美術館通りにも誘導員を設置し、渋滞を発生さ

せることなく、大きな混舌しもなく開催することができた。

【参カロ人数】11/16:4′ 650人   11/17:5′ 880人     合言十
【オーナメントワークシヨツプ参加人数】 13フ名(オーナメント2フ4枚 )

10′ 530人

ワークショップ シャト)♭プ(ス当日の様子

一

工 と

4_

●ミュゼ。マルシエ  (虫土周血6劇。虫フ日)

1.広報活動 &集客のための事業



●美術館・文学館・芸術の森公園 :県民のコイベントの開催

○クイズラリー

【台紙配布数】1,163枚

【ポストカードの弓|き換え】美 :362枚 文 :406本文合言十:フ 68本文

○入力車 年前/21名 年後/21名
○プuレーンアート① 10:00～ 1■ 00/108名 :59個、② 13:00～14:00/78名 :1451回

oやはたいぬパフオーマンス ①l■ 30～ 12:00/37名、②13:00～ 13i30/43名
○文学館の魅力発見ツアー ① ll:00～ /8名、② 13:00～ /5名
〇世田谷文学館 移動文学館展示「SF入門 星新―」/158名
O園児制作 壁紙アート展示/158名

毎年多くの来場者でに:勢)う「県民の日」。今年は公国内を人力車で案内し、来園者に楽しんでいただいた。文学館

ではパルーンアートプレゼントや、甲斐市のキヤラクター、やはたいぬのパフオーマンス等を実施し、お子様や家族連れ、学

生で賑わつた。
美術館・文学館の展示室への誘導を図るクイズラリーも実施した。結果、両館とも1,000人を超える観覧者があり、

秋の1日を楽しんでいただいた。

(11月 20日 )

lB広報活動 &集客のための事業

o SPS:アンケートやお客様の声を受けての改善点(一部抜粋 )

→ 主 ■ |

● ヽ ヤ
=

群 ■Ⅲ■緞

B

アンケ トで回H又したお客様の声は すぐに改善できるものは迅速に女寸,芯し 検言寸が必要なものにつしヽては 各所と1協

議し対応を進めてしヽる 誰もが利用しやすしⅥ簾隻となるよつ 、お客様の声を真摯に受け止め、日 々の運営に生かして
しヽ

る。

アンケートやお客様のお声 対応

イ一　一

々
・ll隠筈力1わかりにくい
。全体図が手元でわかるЮ′)製切あ側よ
館内がよりをまわりやすくなると留、う
。順路通りではなく、好きな川1民番で展示を見

て回りたい
。文学館の工″ ―ヽターの場所力くわかりにくい

。学芸課にもアW(イスをい正 きながら、お

客様が手元で見られる館内至ップを作成

・案内表示の追加

・富士見の窓から見える屋上部分に除草剤

を散布。12月のクリーンキヤンペーンでは、

散布後の手入れを実施
。「富士見の窓から見た富士山」の写真を

掲示し、富士山が見えない時でもイメージし

やすくした

・富士見の窓から見える雑革が気になる
。富士山が曇つてして見えなかつた、富士山

が見えた時の写真の展示力ぐある旋 しかつた

2.サービス向上



作品が危険な場面はなかつたか?

夏示室内すべてのお客様が危険な場面はなかつたか?

表情は笑顔で柔)光甥囲気を感じられたか?

吉かけのタイミングは適切であつたか?

音視 (見守り)は適切でジロジロ見たり、威圧的に見えなかつたか?

体館日を利用し、看視・総合案内スタッフの研修を実施。今回は、避難訂‖練と看視日―ルプレイングを、レ
ー館で実践

的にそ予つた。避難副||ヤ東は、緊急地震速報から集合場所へのお客様誘導までを一連の流れで確認。お客様役にけが人や

聴覚障がい者も設定し、本番さながらにJ1練した。今回は過去の訓練よりお客様役を増員し、少人数のスタツフで素早く

安全に誘導することにも焦点をあてた

看視□ ,レプレイングは、スタッフイ隻 お客様役だけではなく客観的視点で観察する役割も設定 振り返リシ 卜をもと|

声かけのタイミングや見守り時の表`1青をチエツクし 風 づきを率直に意見交換した。

4ガ   
ミf曇
琴

い
打

●ミユージアムアテンダント研修 (12月 2日 )

3.安全・安心な施設の維持管理

上半期発表資料再掲

令和6年度より、指定管理業務からレストランが分離し、

個SPSやまなしと、甲府ビルサービス仰の2社による新たな共同事業体

「芸術の森みらい対 式ン」として、運営を開始しました。

<今期 (R6～R9)の管理運営方針>

達成目標

管理運営方針

行動指針

i善術の森をハプとし地域全体に回遊佐を

生むことで

地域力の向上に貫献します

■
題
■

硼
縦

故化立床やまなじ"
r文1賦術の振興を通じてt県属の想像力を
刺激するとともに、地館に露わいや心の豊かき

をもたらす〕

1.鳴鍬Mtt「弾 を創造する選出

2。          を創造する超営
3.山興鼻の簿隆化に向けた遍密

関わる全ての人と作品にとつて

安全・安心な運営を行います

!′ぐブリツクスペース(公共空翔)を活用し―
県民にとつてのサードプレイス
I(居心地のよい場)をつくります

4ョ 令和 6年度からの指定管理事業



◆公園やカフェスペースなどのパブリックスペースを活用したイベント

◆ミュゼ・マルシェや落語ぶんがく亭など、実績あるイベントの継続実施

◆芸術の森公園の広報による新たな利用者の獲得

◆にレーの美術館」を前面に打ち出した広報活動

◆貸館使用料へのキヤツシユレス決済の拡大による利便'陛向上 など

主な取組み

◆旅行業者への観光ツアープランの提案

4B令和 6年度からの指定管理事業



令和7年度

指定管理事業計画

山梨県立美術館・文字館・芸術の森公園

指定管理者 芸術の森みらいデザイン

令和7年2月 21日 (金 )

今年度は、施設の新たな魅力発信を通し、文化・芸術(訥虫れる機会を創出することで、

県内外からの新たな来館者の獲得を目指します。利便性を向上させ、満足度の高い

施設を作ることで、美術館・文学館のフアンづくりに取り組みます。

(1)パブリックスペースのさらなる魅力発信
・芸術の森公園の魅力発信 ・文字館飲食提供スペースの活用

(2)潜在顧客の獲得に向けた広報
・県内の観光施設と連携したツアープランを提案 ・貸館の利用促進

(3)県内市町村や地域との連携強化
・市町村の公共施設等でのワークシヨップF汗]催

(4)アンケートやデジタルを活用した利便'隆やサービスの向上
・団体予約の受付フォームの導入 ・山梨の観光文化に関する研修

主な取組み

令和 フ年度の指定管理事業


